
　

町
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
中

学
校
に
35
人
学
級
を
制
度
と
し
て

取
り
入
れ
、
平
成
26
年
度
か
ら
は

小
学
校
に
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

35
人
学
級
を
制
度
と
し
て
取
り
入

れ
て
い
る
自
治
体
は
大
変
少
な
く
、

先
進
的
な
取
り
組
み
と
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

中
学
校
に
35
人
学
級
を
導
入
し

て
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、「
35
人
学
級
制
度
」
の
成
果

と
課
題
を
検
証
す
る
た
め
、
町
で

は
教
職
員
や
児
童
生
徒
お
よ
び
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
７
月
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

左
ペ
ー
ジ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
概
要
の
と
お
り
、
35
人
学
級
を

肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
意
見
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
習
や
学
校
生
活
に
お
い
て
、

学
級
の
人
数
が
少
な
い
方
が
快
適

な
場
合
も
あ
れ
ば
、
人
数
が
多
い

方
が
充
実
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

人
数
が
少
な
い
と
、
友
達
関
係
が

固
定
化
し
競
争
意
識
が
薄
れ
る
と

の
意
見
も
あ
れ
ば
、
人
数
が
多
い

と
「
い
じ
め
」
な
ど
が
発
生
し
や

す
く
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
の

意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
自
由
意
見
で

も
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
町
で
は
、
今
後
も
そ
う
し

た
声
を
踏
ま
え
、
教
育
環
境
の
更

な
る
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

35
人
学
級
の
特
徴
や

意
見
を
踏
ま
え
改
善
へ

35 人学級の
メリットとデメリット

【メリット】
・�理解度や興味に応じたきめ細やかな

指導が可能。
・�発言や発表機会が増え、授業参加が

より積極化。
・�教室にゆとりが生じ、様々な教育活
動が可能。
・�教員と児童生徒間の関係が緊密化。
・�生徒指導上の課題に即した個別指導

の充実。
【デメリット】
・�友達関係が固定化し、競争意識が薄
れる。
・�財政面の負担（教職員等の人件費）
が多くなる。

●�鳩山町では、35 人学級が制度化されていること
を知っていましたか。

● �35 人学級制度は学習指導や生活指導において規
律の定着が図れ、大変有効である。

● �35 人学級は、児童・生徒の学力向上に効果があ
ると思いますか。（児童生徒の学習状況の把握
が適切にでき、学力に応じた丁寧な指導ができ、
学力の底上げや多様な学習（発展学習等）に取
り組むことができる。）

● �35 人学級は、児童生徒の生活指導の充実に効果
があると思いますか。（児童生徒への言葉かけや
児童生徒から話を聞く機会が増え、教師と児童
生徒の相互理解が深まり、学習指導や生徒指導
がしやすくなる。）

● �35 人学級は、教師と子どもの相互理解が深まり、
授業での発表や質問の機会が増え、子どもたち
が意欲的に取り組む、活発な授業が行われると
思いますか。（全員参加型の学び合う授業（表現
活動や体験的な活動等）が展開しやすく、活発
な授業を通して、児童生徒の学習意欲が高まる。）

● �35 人学級は、教員が学級の子ども一人ひとりの
気持ちや努力、学力を正確に把握し、指導に生
かすことができると思いますか。

● �35 人学級は、体育や音楽などの実技教科におい
て、児童生徒一人あたりの取組時間が増えるの
で、体力の向上や技術の習得に有利である。

● �35 人学級は、教師と子ども、子ども同士の人間
関係が深まり、校内での様々な問題（いじめ等）
の早期発見、早期解決や問題行動の減少につな
がっていると思いますか。

● �35 人学級は、懇談や相談に時間的に余裕ができ
るため、担任と保護者、保護者同士の連携が密
になり、相互理解が深まり、子どもによい影響
が出ると思いますか。（「保護者・家庭」との相
互理解が深まり協力も得やすい。）

児童等

教職員

児童等

教職員

児童等

教職員

児童等

教職員

児童等

教職員

児童等

教職員

児童等

教職員

　町では、児童・生徒の学校における学習や生活
の環境改善を目的に、「35 人学級制度」を平成 22
年度から中学校で、平成 26 年度から小学校に導入
しています。
　町教育委員会では、35 人学級の成果と課題につ
いて検証し、さらなる教育の充実につなげるため
にアンケートを実施しました。今月号では、町の
35 人学級の取り組みとともに、アンケート結果の
概要をご紹介します。なお、アンケート結果は町
ホームページでもご覧いただけます。
■問合せ　町教育委員会�教育総務課☎ 296－1227

【回答結果の見方】
「児童等」は、小学校５・６年生とその保護者、中学生とその
保護者。回答種別は、Ａ：とてもそう思う　Ｂ：そう思う　Ｃ：
あまりそう思わない　Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない。記
載のない場合は０%。「無回答」を記載していないため、各設問
の合計値は100%となりません。（�）内は教職員向けの設問内容。

～「35 人学級の成果と課題についての
アンケート」結果概要の公表～

「35 人学級の成果と
 課題についての
 アンケート」結果概要 “35人学級”を考える

き
め
細
や
か
な
指
導
、
児
童
生
徒

と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
へ

35
人
学
級
を
制
度
化
し
、

そ
の
成
果
と
課
題
を
検
証

　

最
近
の
学
校
で
は
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
や
外
国
人
の
子
ど
も

な
ど
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
た
ち
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
小
学
校
は
平
成
23

年
度
か
ら
、
中
学
校
は
平
成
24
年

度
か
ら
、
授
業
時
数
や
指
導
内
容

が
増
加
す
る
新
学
習
要
領
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
が
抱
え
る
こ
う
し
た
課
題

に
適
切
に
対
応
し
て
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
質
の
高
い
教
育

を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
少

人
数
学
級
の
実
現
が
強
く
求
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

課
題
の
複
雑
・
多
様
化

求
め
ら
れ
る
質
の
高
さ

知っていた
56.0％
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A
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A
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B
26.5％
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42.7％

B
22.1％

B�48.9％

C�10.7％
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D�3.0％

E
1.4％

E
9.4％

D
1.5％

E
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E
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E
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E
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E
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E
8.7％

E
4.4％

B
22.1％

B�51.9％

B
23.5％

B�49.4％

B
29.4％

B�50.1％

B
20.9％

B�43.5％

B
23.6％

B�47.8％

A�58.8％

●対象者及び対象人数
  　�町内の教職員（68 人）、町内の小学校５・
６年生およびその保護者（201 人）、町内
の中学生およびその保護者（325 人）

　※ 小中学生については、保護者と相談した上
で回答することとなっています。

●調査期間  平成 27 年 7 月
●有効回収率   教職員 100％、児童生徒および

その保護者 74.7％

　アンケート概要

授業を受ける子どもたち（鳩山小学校）
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